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1 ．は じめ に

　 1）研究背景 と目的

　家政学 の 学問的発展に は，学問的検討に加え

て，家政学を身近に認知して もらうこ とが重要

で ある 。 本研究は，生活事例を用 い て分か りや

すい 家政学の 紹介を試み た ブ ッ ク レ ッ ト 『家政

学の じか ん』
1〕

（関西家政学原論研究会 2011）の

家政学広報として の 可能性や 課題を探る こ とを

目指 して い る 。 ブ ッ ク レ ッ トはA5 版で 8章か

ら成 り，総数96頁 と な っ て い る 。 各章の タ イ ト

ル は表 1 に示 した とお りで あ り，主に家族や家

庭生活を中心 としたテ
ー

マ を取 り上げ て い る
。

こ の ブ ッ ク レ ッ トは2011年 6 月発行後，全国の

大学で授業の 副読本 として使用され て きた 。 本

研究で は ブ ッ ク レ ッ トの 読後の意識 を知る ため

に，関東 ・関西 ・中国地 区 の 6大学で 家政学や

家庭科，栄養教諭関連の授業の受講者を対象に，

質問紙調査 を行 っ た。［第 1報］で は質問紙調
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査 の 結果 の 全体像 を報告 して い る 。 ［第 2 報］

の本稿で は，大学生が抱 く家政学の イ メージ に

つ い て読後の 意識変化の分析 を行 うこ とで ，ブ ッ

ク レ ッ トの役割 と可能性 を探る こ とを 目的 と し

た 。

　 2）方法

　調査時期は2011年 10月〜12月で ，調査方法は

集合法に よる 自記式質問紙調査の 手法を取っ た。

質問内容は，  読ん だ章と最 も興味 を持 っ た章，

  最 も興味 を持 っ た 理 由，  読後の 生活変化，

  読後の 感想，  家政学の 認知，  読む前の 家

政学へ の 興味 ，   読後の 家政学へ の 興味，  家

政学 へ の イ メ
ージ，  家政 学の 役立 ち感，  家

政学に関する授業 の 受講有無の 計10項目である 。

そ の うち本稿 で は，　【問 8 「家政学」とい う学

問に つ い て の印象 （イ メ
ー

ジ）につ い て 自由に

書 い て くだ さい 】の 回答に注日し て 分析 した。

なお全体 の 有効回収票は401票で あ り，そ の う

ち女子378名 ・男子 12名 （不明
・無回答 11名），

1 ・2 ・3 ・4 回生 は 各々 21．7，44．6，13．0，

17．5 （不明 ・無 回答 3．2）％ で あ っ た 。 ま た 問

8の 回答数は 381票で あ り，その うち女子365名 ・

男子11名 （不明 ・無 回答 5名）， 1 ・2 ・3 ・

4 回生 は 各 々 21．1，46．7，12．3，18．0 （不 明
・

無回答1．8）％ で あっ た 。

　 分析方法は，まず家政学の典型的な用語が ど

の よ うな 割合 で あげ られ て い る か を用 語 検索 に

よる量 的調査で 把握 し，次に その キ
ー

ワ
ー

ドが

出現す る文章中 に
， 家政学へ の イ メ ージ が どの

ように 現れ て い る か を文脈分析に よ る 質的調査

で 明らか にする中で ， ブ ッ ク レ ッ ト読後の変化

に も注目 し た。

　 ［第 1報］で は，検索用語 として 15個 （1家

政学，2 家庭科，3 生活，4 家族， 5 親， 6結

婚， 7夫婦， 8 別姓， 9 子育て ・育児，10ジ ェ

ン ダ
ー，11仕事，12家事，13地域，14住まい ，

15高齢 ・加齢）の 用語 が 選定され たが，本稿で

はさらに ブ ッ ク レ ッ トの 各章の キ
ー

ワ
ー

ドと考

え られ る もの を用語検索 単位で 33個選定 し た

（表 1）。そ の 上 で 家政 学 の 典型 的 な用語 も補

足
2〕

し，計56個の 用語か ら家政学 の イ メ
ージ に

関する 量的分析を行 っ た （表 2）。

表 1　『家政学の じかん』各章の タイトル とキ
ー

ワ
ー

ド

　 3）先行研究と本研究の位置づ け

　 こ れ まで 家政学の イ メ
ージ に関する研究は，

衣
：3］　 ，1 ｝

食
5 剛

住
7Ls ）

な どの 具体例を通したイメー

ジ研究は い くつ か あ る もの の
， 家政学 の イ メ ー

ジ に直接言及して い る研究 は，藤 田 （2012）y ｝

に み られ る の み で ある 。

　藤田 は，細分化 ・専 門化する今 日の 家政学が，

学問 と して の 意義の 理解を軽薄に して い るとし

て ，家政学部 生 に家 政 学 の イ メ
ー

ジ調査 を行い ，

そ こ で 何が認識 され て い る か を明らかする こ と

で ，家政学の 学び へ の 示唆を得よ う と した 。 し

か しこ こ で 対 象とされ て い た の は ，某女子大学

家政学部生82名 （家政学原論履修者）であ り，

本研究 とは以 下 の 点 で 異 な る。まず藤 田の 研究

と比較 して，調査対象者の 人数が 4 倍近 く （401
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人）あ り，対象大学数 も 6大学と 幅広 く，そ し

て ブ ッ ク レ ッ ト使用 に よ る家政学 の イメ ー
ジ変

化を具体的 に 検証で きる こ と などが，本研究 の

特徴 として あげ られる 。

2 ．量的分析の結果及び考察

　質問紙調査に よ る 【閊 8家政学 の イ メ
ージ】

の 回答結果 か ら用語 の 量的分析を行 っ た 結果，

圧倒 的 に 「1 ．生活 （4 割弱
・139入）」 の 用語

が 多くみ られ た （表 2 ）。以 下 で は表 1 の ブ ッ

ク レ ッ トキ
ー

ワ
ー

ドとの 比較 （2−1），学習内容 ・

学習者 ・価値づ けご との分析 （2−2）を行 っ て

い く。

2−1．表 1 ブ ッ ク レ ッ トキ
ー

ワ
ードとの比較

1 ）上 位用語 の 特徴

　表 2で 上位 5 つ に み られた用語は 「1 ．牛活

（4 害唖野弓・139／V＞」，　「2 ．　家庭弄斗　〔2 害ljtjs］
・67

人）」「3 ．家族 （2割弱 ・64人）」「4 ．家政 ・

家政学 （2割弱 ・61人）」「5 ．食 （2割弱 ・61

人）」で あ っ た。こ れ らは 全 て表 1の ブ ッ ク レ ッ

トで取 り上 げられ て い た キー
ワ
ー

ドで ある 。 ブ ッ

ク レ ッ トで は ，家 政 学 が 人 間生 活 の 基本 で あ る

家庭生 活の 視点か ら社会 の あ り方 を 考 える こ と

を全体的 に主張 して お り， 家政学 として伝える

べ き重要用語 が ，量的調査 に お い て も大学生 の

イ メ
ージ の 中 に 描かれ て い る結果 とな っ た。

2 ）表 1 に な か っ た用語

　今回ブ ッ ク レ ッ トで網羅で きなか っ た 「9 ．

衣」の 分野 につ い て ，特 に 取 り ヒげて い な い に

も関わらず，「9 ．衣 （1割強 ・51人）」，「16，

裁縫
・被服 （ユ割弱

・35人）」 の 用語 を イ メー

ジ と して あげて い る者が 多数存在 した。 こ れ は

ブ ッ ク レ ッ トの 影響は受けず に家政学へ の イメ
ー

ジ を潜在的に持 っ て い た例 と して注目で きる 。

3） イ メ
ー

ジされな か っ た用語

　表 1 の ブ ッ ク レ ッ トで キーワードに設定 して

い た に も関わ らず， 1 人 もイ メージの 対象と し

て あげて い なか っ た用語は，「51．支援」「52．

育メ ン 」「53，性別役割分業」「54．育児休業」

「55．買い 物」「56．遊 び」で あっ た 。 こ の こ と

か ら ブ ッ ク レ ッ トで 重観 され て い る キー
ワ
ー

ド

全 て が家政学 の イ メ
ー

ジとして 重 なるわけ で は

表 2 量的分析 に よ る家政学 の イ メ
ー

ジラ ン キ ン

グ （n＝381単 位 ：％複数回答黒塗は表 1 の 用語）
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な い こ とが い え る 。 また こ れ らは，女性の 社会

進出や 共働 き，子育て等，現代社会の課題と し

て 家庭科 や 家政学 で も多様に扱わ れ る 用語 の 1

つ ではあるが，今の と こ ろ家政学 か ら連想 され

る用語として は定着して い ない こ とが分か っ た 。

2−2．学習内容 ・学習者 ・ 価値づ け に 関 す る 分

　　析

1 ＞学習内容 に つ い て

　表 2 を学習内容 ご と に みる と，用語 の 頻出度

をみ る限 りで は，衣食住へ の イ メ
ー

ジが上位 を

占め て い る 。 特 に 「5 ，食 （2 割弱 ・6ユ人 ）」

「11，料理
・
調理

・栄養 （1割強 ・40人）」な ど

食 関連 へ の イ メ
ージ が 強 く，

ま た 「9 ．衣 （1

割強 ・51人）」「16．裁縫 ・被服 （1割弱 ・35人）」

な ど衣関連へ の イ メ ージが ，そ して 「7 ．住

（1割強
・56人）」 とい う順 に み ら れ る Q ブ ッ ク

レ ッ トで は 「食」や 「住」 に つ い て は触れ た も

の の ，「衣」に 関して は取 り上 げなか っ た
。 し

か し なが ら こ の よ うに多くの 人 々 が衣 関連 の 用

語 を連想 して い る こ とか ら，こ の イメ ージが ど

の ような 認識過程 で 形成 さ れ た の か 疑問が残る 。

こ れに つ い て は 3−2で 述 べ て い く。

　また 衣食住 の 学習内容 に続 い て 「23．子育て ・

育児 （12人）」 「26．福祉 （10人）」 な ど もみ ら

れ る の に対 し，「41．加齢 ・高齢 （2 人）」「44．

介護 （1 人）」 へ の イ メ ージ が 極端 に低い こ と

か ら，高齢者関連の 用語 は ，家政学とは 直接連

想 しに くい こ とが考えられ る。

2 ）学習者 に つ い て

　誰が学ぶ 対象で あるの か を考えた際 に ，「6．

女 （2 割弱 ・59人）」 の 用 語 に 注 日す る と，こ

れ は 上 位 5 番目に位置して お り回答数が多い と

い え る 。

一
方 ， 「6 ．女」 の 関連用語 で あ り，

従来 の 家政学 の イ メ ージ と考えら れ る よ うな

「45．花嫁 （1 人）」 「46．良妻賢母 （1 入）」

「47．専業主 婦 （1 人〉」に つ い て は，回答数は

皆無に近 か っ た 。 こ の こ とか ら多くの 人 々 は，

家政学 と 「6 ．女」は 何 ら か の 関連 が あ る と と

らえ て い る が ，「45．花嫁」 「46．良妻賢母」

「47．専業主婦」など ， 家事担当者 と して の 女

性に つ い て は，家政 学の イ メ
ー

ジに は入 っ て い

な い こ とが分か る 。 「6 ．女」に つ い て の 回答

内容は ，さ ら に詳細をみ る必要 が ある た め
，
3−3

で 述 べ て い く。

3 ＞価値 づ け に つ い て

　副詞 ・形容詞 な どに 注目す ると，い ずれ も 1

割程度で ある もの の 衣食住の 用語 と並 び 「12，

身近
・密着 ・つ な が り　（1割

・38人）」「13，幅

広 い
・
広 い

・
全般 （1 割

・38入）」 「14．必要
・

不 可欠 （1割 ・38人）」が 12位 と比 較的上位 に

位置 して い る。また 「20．大事 ・大切 （1割弱 ・

19人）」「22，役立 つ （1割未満 ・18人〉」「24．

よ りよい （1割未満
・12人 ）」「25、重 要 （1割

未満 ・ユ1人）」の用語 も順に続 く。 「14。必要 ・

不 可欠」「20．大事 ・大切」「22．役 立 つ 」 「25．

重要」 の 用語 は 自分 自身 の 家政学 へ の 評価 を示

す もの で あ り，家政学の内容を自分な りに解釈

して い な けれ ば現 れ て こ な い 言葉で あ る とい え

よ う。 こ の よ うな価値 づ けが ，ブ ッ ク レ ッ ト読

後に 生 まれ た もの か ど うか は今回 の 調査 で は不

明だが，ブ ッ ク レ ッ トを読 んで 家政学へ の 価値

づ けが行われた可能性は大 い に考え られ る 。 こ

れ に つ い て は 3−4で 述 べ る。

2−3．　ノ亅N｝舌

　本項 の 量 的調査 で 明ら か に な っ た家政学の イ

メージ は， 1 ．ブ ッ ク レ ッ トを読ん だ後の影響

も しくは 2．それ まで の 既存知識 や授業か らの

影響の 2 通 りが考え ら れ る。しか し ［第 1報］

の 調査結果に よ る と，全体の 7割近 くが家政学

へ の 認識 が な か っ た こ と を示 し て お り，つ ま り

こ れ は多くの 学生 が ブ ッ ク レ ッ トに よ る影響を

受け て 家政学 を 知 り始め た 可能性が 高い こ とを

示 して い る。そ して その 真相は ，どの よ うな文

脈 で用語が使用 されて い るの かをみ る こ と に よ っ

て 明 らか に なる と考える。

　そ こ で本章で の課題，  家政学と して伝え る

べ き重 要用語が大学生 の 中に ど の よ うに イ メー

ジ さ れ て い る の か （2−L1＞，  なぜ 「衣」 に 関

す る用語が多 くみ られ る の か （2−1．2）（2−2．1），

  「女」 は 学習者 と し て 語 られ て い る の か

（2−2．2），  家政学へ の評価 はブ ッ ク レ ッ ト読

後 に 行 わ れ た もの か （2−2．3），につ い て の 上記

4 点を次章で 明 らか に して い く。
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3．質的分析の結果及び考察

　本項 で は，前章で の 量的調査

に よる課題 4点 を手掛 か りに文

脈分析 を行 っ た （表 3 ）。なお

［  家政 学の 重要用語］に つ い

て は，量的調査 の 上位 3 つ の 用

語 で ある 1 ）「生活」， 2 ）「家

庭科」，3）「家族」を対象 と し

た。

3−1．家政学 の重要用語

1）「生活」

　　「生活」が どの 範囲を指すも

の かを明 らか にす る た め
， 表 2

の 「1，生活」 を 「8．家庭」

との組み 合わせ で 分析 した （表

3 ）。 まず ［1 ．家庭生活に触

れずに 「生活」をとらえ て い る

者］（123人）は，［2 ，家庭生

活との 関連で 「生活」 をとらえ

て い る 者1 （63人）の約 2 倍存

在 して お り，圧倒的 に多くの 人々

が，家政学 をとらえる上 で 「家

庭」よ りも，「生活」の用語を

選ん で い る こ とが 分か っ た 。

　 また ［1．家庭 生 活に触れ ず

に 「生 活」を と ら えて い る者］

を詳し くみ て み る と，3 パ ター

ン の 傾向があ り， 家政学 を生活

の ための 学問 とする ［  目的型］

（54人），家政学 と自分との 距離

か ら学問 を と ら え る ［  距離型］

（42人），具体的な学習内容を提

示する こ と で 学問 を とらえ る

［  内容提示型］（27人）がみ ら

れた 。

　 ま た ［2 ．家庭 生 活 と の 関連で 「生 活」 を と

らえて い る者］につ い て は，家庭に向かお うと

す る 意識 を持 つ ［  求心型］（23人〉，家庭 とい

う身近 な場所か ら外に向か っ て発展する生活の

広が りを持とうとする ［  拡大型］（12人），家

庭生 活 と，家庭 生 活 よ りも広 い 生活 を並列 的 に

とらえる ［  並列型］（26人）が存在 した。
こ

表 3 質的分析 に よ る家政学の イ メージの傾向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （複数 回答有）

不 可 欠 ・必 18

重　・大 13
  目 的 型

豊 か さ
・
よりよさ 13

立 つ 10
1，家 庭生 活 に

触 れ ず に 「生

活 」を捉え て い

る 者（123 人 ）

身近・　 ・つ な が し 18

  距 離 型 　 　　 　 　　・全 ・　 置 183−11
）生 活 の 6

3 内　　 示型 27

1　 心型 23

大 型 12
2．家庭生活 と

の 関連 で 「生

活 」を捉え てい

る　 （63人 ）

3 並列型 26
4 どちらで　な い 2

1 ．家庭 科 の よ

うなもの ・家庭

科 の
一部（34

  家庭科その もの 16

の よ
噛
なもの 13

人 3　　　・の一 5

1　 　　 の 延 10　 3−12
）家庭科

2 、家庭科の 延

長
・
発 展 （19人 ）

・
の 的内 6

3　 　 　 の 　　 的 内 3

1　 　 　 ・　 の メージ が 　 匕した 8
3 ．家庭科とは

違 う（14人）
と1

唖
かに 　

殉
4

3　 　　 とは ’ し違
噛

2

  非並列型
家族を中心に 他 分野 を学ぶ 3

族と　会との 　 　り　 ぶ 10
1 ．家族 以外 の

分野 も共 に学

ぶ （39人 ）
日　 生 　の 　の 1つ 33−13

｝家族   並列型 百
　 く　ぶ 　 の 1 つ 10

の 　 の 1つ 13
1　 　 　 ・つ なが り 102 ．家族 に 注 目

して　 ぶ （25人 ） 族の こ と 15

1 ．r衣 ・　 　 ・ 4

2 「衣
・　　 ・　　 xr 163−2

「衣 」 3 「衣
・　　 ・　　 xr 2

4 　「　 ・　　 ・ x 「　 　 「 の 2重

1　 の 　　 ・生 に
’

10

女　の の 　 ，

’
女 子大との 　連 10

3 女 　 の サ’・一ト
・
　 に必 5で．女性 学習型

（36人 ） 4 　 庭　との 　運 4

との 比 4
3−3
「女」

6　 状との 　連 3

2 　　女 共 　 型 5 5
1 ム

　 の 　 　 が
驢 6

3 ．考え方の 変

化型（12人）
に 　 ぶ べ 4

全て の 人 が　
’
ζべ 2

4 ．　 の 　 （6人 ） 6

1　 が し ・ の
噂

加 23
1，学習内容

（32人 ）

噂
加 7

3　 匕内 　 不 2

1 女→　 女 7　 3− 4

読後 の イ

メージ 変化

2 ．学習者（14

人 ）
→ 全て の 人 6

3　 匕丙 　 不 1
1　 化 8

3 ．価 値（35人 ） 自　 の こ と 19
  追加

会／
一　的なこと 8

こ に は，家政学 を学 ぶ 目的 の 差異が 示 され て お

り，  が家庭生活に収歛する学び にな っ てい る

の に対 し，    は家庭だ けで な くそ の 生活の 広

が り全体を重視 して い る もの と推察される 。

　こ の 結果は，家政学が家庭 に向か っ て 生活 を

と らえさせ る の か，も しくは家庭 生活を中心 に

外に向か っ て 生活をとらえ させ る の か，もしく
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は 家庭 も家庭外 も並列的 に と らえ させ る の か と

い う学問的課題 を物語 っ て い る ともい える 。

2 ）「家庭科」

　 「家庭科」 の 用語は 「生活」の次に多い 2 番

目の順位 （67人 ・17．6％）で み られ た 。 そ こ に

は 家政学 を ［1．家庭科 の よ うな もの
・家庭科

の
一

部］と考える者 （34人），［2 ，家庭科の延

長 ・発展］と考え る 者 （19人）， ［3 ，家庭科 と

は違 う］と考える者 （14人）の 3パ タ
ー

ン がみ

られ た 。 1 ．と 2 ．は 家庭科と何 らかの 関連が

あ る こ と を示 して お り ，
さ ら に 1 ．の 中 に は

［  家庭科そ の もの ］と述べ る者 （16人）が い

る
一

方で ， 3 ．で は ［  家庭科と は 明らか に 違

う］（4 人）と考える 者もい る。［1 一
  家庭科

そ の もの ］と答える者は小中高の家庭科との 内

容を 重ね て い る もの が 多く，

一
方，［3 ．家庭

科 とは違 うコと答 える者 は 家政学が 「人間 の 生

活に 関する」学問で ある こ とや 「生 きて い く上

で必要な事柄を」「深 く専門的に学ぶ ため」「そ

れな りに知識が必要」で ある点で違 い がある と

述べ て い る 。

　また ［3，家庭科 とは違う］ と答える者の 中

に は，ブ ッ ク レ ッ トの 読後に考えを変化 させ た

者もお り，そ こ に は，＜ 「家庭内」「家庭外」の

こ と を扱う／「体系化さ れ た」「私達の 生活に直

結する学問」／ 「家族 ・地域」 分野 の 発 展／ 「人

間関係」「親子 の 絆」 な ど を学べ る 学問／小中

高の 家庭科よ りも 「さら に広 く， 生活 に 直結 し

た学問」〉 な ど，自分自身の 生活 と直結 して い

なが らも家族や家庭だけに限定せず広く生活を

と らえ る の が 家政学 で あ る と考え て い る こ とが

分かる。

　以上 より，家政学 と家庭科の と らえ方 に つ い

て ，両者に何らか の 関連がある と考え る者 は 圧

倒的に多 く存在する （計53人）もの の ， 「家庭

科そ の も の 」 や 「家庭科 とは 違 う」とい う両極

端の 意見も存在する こ とか ら，家庭科を連想す

る場合に は 人 に よ っ て 家政学と の 関連 に解釈の

差異が み られ る こ とが明らか に な っ た。

3）「家族」

　家政学の 最重要用語 の 1つ で ある 「家族」は ，

量的調査 に お い て 3番目の 順位 （64人 ・16．8％ ）

で 現れ て い た 。 そ の 中身は 大 き く2 つ の 傾 向が

あ り，家政学が ［1．家族以外 の 分野 も共 に 学

ぶ ユ と考え る者 （39人） と，［2 ．家族に注目

して学ぶ］ と考える 者 （25人）に 分 けられ る。

　 ［1．家族以外の分野 も共に学ぶ ］で は ，家

族 の 位置 づ け が   非並列 的 （13人 ）  並列的

（26人）の 2 つ が ある 。   は 「家族」に重きが

置 か れ た考え方 で あ り， 「家族 を 中心 に 」他分

野 を学 ぶ 姿勢 （3入）と，「家族 と社会 と の 関

わ り」を学ぶ姿勢 （10人）が み られ る 。 それ に

対 して
，   は多くの 分野 を 並 列的 に 表記 して お

り，そ の 中 の 1 つ に 「家族」があ る とい う態度

が み られ る 。

　 ［2 ．家族 に 注 目 して 学 ぶ ］で は，家政学が

家族に着目 し た学問で あ る との考えを持ち，特

に   家族関係や家族 との つ な が りを学ぶ と考え

る者 （10人）と  「家族の こ と」「家族に つ い

て 」学ぶ と シ ン プ ル に表現 して い る 者 （15人）

がみ られ た。

　以上 よ り，家政学が家族を中心に他分野を同

心 円的 に学ぶ 考え をもつ 者は少な く （3 人〉，

む しろ多分野 を学ぶ 中の 1 つ と とらえて い た り

（26人），家族 だ けを学習内容と して単体で とら

えて い る傾向 （15人）な どが み られた 。

3−2．「衣」の イ メ
ー

ジはどこ か らくるか

　前章の 量的調査 で は 「衣」に 関す る用語がブ ッ

ク レ ッ トに掲載されて い なか っ た に も関わ らず，

比較的多 く （51人 ・13．4％ ）の 「衣」に 関す る

用語が み られ た こ とか ら，そ の イ メージが ど こ

か ら来 たの か を探 る 。 まず 「衣」 （51人）の記

載の うち，「衣食住」 の 用語 （43人）を除 い た

8 人 と，「被服 ・裁縫」の 35人 を分析 した と こ

ろ （計43人），「衣」の 用 語 は単独 で 語 られて い

る わ け で は な く，他の複数の用語 と共 に 用 い ら

れ て い る こ と が分 か っ た 。 そ れ は ［1．「衣 ・

被服
・裁縫」］だけ で 述 べ て い る人 （4 人），

［2．「衣 ・被服 ・裁縫」 × 「食」］（16人），［3．

「衣 ・被服
・裁縫」 × 「住」］（2人），［4 ．「衣 ・

被服
・裁縫」「住」等そ の他］（21人）とい う内

訳か らも分かる 。

　また 「衣」の イ メ
ー

ジが顕在化す るきっ かけ

と して は，家庭科か らの影響がある とい える 。
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実際 に家庭科の影響を直接明記し て い る者が11

人 （全 体 の 4 分 の 1 ）お り，具体的 に 小 学校

（3人），小 中学校 （1人），小中高 （1人），高

校 （1 人） と学習過程まで も述べ て い る者が い

た。

　また最初は家政学の イ メ ージを 「衣」や 「衣

食」「衣住」 と狭 い 範囲 で とらえ て い た者が ，

ブ ッ ク レ ッ トの 影響 に よ り変化 を見せ て い る こ

と も明 らか に な っ た。そ れ は，家政学 の イ メ
ー

ジを  「衣 ・被服 ・裁縫」と答 えて い た 4 人 の

うち 2 人が ，裁縫 の イ メ
ージ から他分野 も意識

で きる ように な っ た と述 べ て お り，こ の ような

変化型 と思 わ れ る 人 は，計15人 （全体 の 約 3分

の 1 ）存在する こ とが 明 ら か に な っ た 。

　以上 よ り家政学にお い て 「衣」が イ メ
ー

ジさ

れ る 理由として家庭科が影響した可能性が高く，

ブ ッ ク レ ッ トの読後 に はそ の イメ
ー

ジが変化 し

て よ り広 くとらえて い く例が み られ た 。

3−3．学習対象者 と して の 「女」で あ る の か

　前章の 量的調査で は ，「6．女」の 用語が上

位 5 番 日 （2 割弱 ・59人）に 位置 して お り，本

項で は それが家政学 の 学習対象者 として 語 られ

て い る の か ど うか を探 っ て い く。「女」 の 用語

は文脈 分析する と，［1．女性が学ぶ もの （女

性学習型）］36人，［2 ．男女共に学ぶ もの （男

女共習型）］ 5 人，［3 ．考え方 を 変化 させ た 者

（変化型）］12人，［4 ．その 他］ 6人の 4 パ タ
ー

ン がみ られた 。

　 ［1．女性が学ぶ もの （女性学習型）］は全

体の 1割弱 （36人）存在 し，こ こ に は ［  家の

仕事 ・生活 に必 要］で あ る の で 「女性が学ば ざ

る を得ない 」「学ぶ べ き」 とい っ た宿命的 ・義

務的 な 思考や
， ［  女性 の サ ポ ート ・活躍 に 必

要］と い っ た肯定的 な思考など，計 6 パ タ
ー

ン

の 回答が み ら れ た 。 前者の宿命的 ・義務的な イ

メ
ージ に つ い て は

， 「昔の 家政学の イ メ
ージ」

を は じめ 「女子大 の 存在」「女性 の 研究者が多

い 」「家庭科と の 関連」「学習者の 男性 の 人数と

の 比較」 とい っ た回答か らうかがえ，後者の肯

定的なイ メ
ー

ジは 自分自身が家政学を学ぶ 中で

学問 に 期待や 希望 を抱 い て い る よ うな回答か ら

み られた 。

　 ［2 ．男女共 に 学 ぶ もの （男女共習型）］に

は，共 に 「学 ぶ こ とが望 ましい 」「学 ぶ べ きだ」

とい っ た期待や 責務が込め られて お り，そ こ に

は女性 の 社会進出など社会情勢 の 変化や，現代

社会 で 生活 して い く内容を男女が 共に学ぶ 必要

があ る こ と等を理 由 と して あげて い た。

　 ［3 ．考え方を変化 させ た者 （変化型 ）］に

は ，［  女性 が学ぶ．べ きと考 えて い た が 今後そ

の イ メ
ージ が 変化 し そ うな 人］ （6 人），［  男

女共 に学 ぶ べ き］と考える よ うに なっ た 人 （4

人），［  子 ど もか ら老人 まで の 全 て の 人が 学 ぶ

べ き］と性別 の 枠 を超 え て イ メ
ー

ジ変化 を遂げ

た 人 （2 人〉が い た 。
こ れ らの イ メ ージ変化は

ブ ッ ク レ ッ トに よ る効果の 1 つ とい える だ ろ う。

以上 よ り，「女」 の 用語 をあ げて い る者の うち

半数以上は女性が学ぶ もの と考え て い る が，約

6分 の 1 （11人）は現時点 で男女共 に学ぶ べ き ・

全 て の人が学ぶ べ きと考えて お り，今後そ の よ

うな考え方に変化する と見込 まれ る 人 も含め る

と約 3分 の 1 （18人）の 人々 が，家政学は女性

だ け の 学問 で は ない と考えて い る こ とが 明 らか

に な っ た 。

3−4．ブ ッ ク レ ッ トの 読後変化 と家政学へ の 評

　　価

　前章の量的調査で は ，「14．必要 ・
不 叮欠」

「20．大事 ・大切」 「22．役立 つ 」「25．重要」

等の 家政学 を自分 な りに価値 づ ける用語がみ ら

れ，本項で は こ れがブ ッ ク レ ッ トの 影響で あ る

か どうか を明らか に して い く。

　 まず 【問 8 家政学へ の イ メ ージ 】の 回答内容

全体を，「読後の 考え方 の 変化」 を基準 に し て

分析 した と こ ろ，以下 の 4 パ ター
ン が み ら れ た 。

そ れ は
，

工 「〜と思 っ て い た が
，

〜だ と分 か っ

た」 と明 らか な変化が分かる回答 （63人），ll

「〜と思 っ て い た」 と何 ら か の変化が 分 か る 回

答 （26人），
皿 「知識 や イ メ

ージ ・印象」 に 関

す る回答 （125人），IV「〜と思 う，考える，重

要，大事，必要，大切，役立 つ ，広 い ，深い ，

身近，密着，比較」 とい っ た家政学へ の価値や

考えを 「現在形」で 示す回答 （167人 〉で ある 。

こ の 中 で 明 ら か な変化 が み られ る の は 1で あ っ

たため，こ れ を対象に ブ ッ ク レ ッ トか らの 影響
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を分析 した 。 そ の 結果，［1．学習内容］（32人），

［2．家政学 の 学習者］（14人）， ［3．家政学へ

の 価値1 （35人）に 関す る 変化が み られ た。

　 ［L 学習内容］に つ い て は，栄養，裁縫，

家事など家庭内の 「知恵」や 「術」を学ぶ と思っ

て い たが ，「生活」「暮 ら し」 「多面性」 な ど

［  拡が り ・視点 の 追加］（23人）を持 つ ように

なっ た者 や ，裁縫 だけで なく栄養 も重要 とい っ

た，内容の ［  追加］ （7 人）が み られ る者 も

い た 。

　 ［2．家政学の 学習者］に つ い て は，女性が

学習すべ きもの と考えて い た が，  男女共 に 学

習す べ き （7 人），  「全 て の 人」 や 「誰 も」

が考え る べ き （6 人） とい う考えへ 変化 して い

た 。

　 ［3 ．家政学へ の 価値 ］に つ い て は，〈 苦手

→ 役立つ ／難 しい →身近／不必要→大事／女性

的 ・家庭 的 → フ ェ ミニ ス ト，進歩 的 〉 とい っ た

こ れ まで の家政学へ の意識の ［  変化］（8 人）

や ， ［自分 の こ と］（19人）や ［社会や
．一般的な

こ と］ （8 人） に つ い て の 価値観を ［  追加］

（27人）す る例がみ られた 。 ［自分 の こ と］につ

い て は，「将来」「今後」 「日 々 の 生活」 とい っ

た自分の 時間軸に家政学を重ね合わせ て考えて

い た 。 また ［社会や
一般的な こ と］で は，「自

分 の た め だ けで な く，家族の た め，地域の た め ，

社会 の ため の 学 問」「カ テ ゴ リ
ー

が結 びつ い て

い る。（例 えば子育 て に おける食事の こ と など）」，

「何気 ない 普通の 暮ら しこ そが，生活の 大切 な

基盤」な ど家政学を学ぶ 目的 ・効果 ・社会的役

割を把握 して い る者，家政学の 枠組み 理解に 向

か う者 など，自分 の 立場 を超えて 社会的 に家政

学 を とらえる 価値観 を獲得 して い る様子がみ ら

れた。

　以 上 よ り， 1 「〜と分か っ た」 と明らかな獲

得系の 表記を し て い る者の 中に，ブ ッ ク レ ッ ト

の 影響 に よ る家政学へ の 価値づ けが み られ た 。

しか し今回分析対象 とは しなか っ た ，IV 「〜と

思 う，考える…」 と い っ た現在形 の 表記 の 中 に

も価値づ けの 用語が多数み られ た こ と か ら，家

政学の イ メージと して評価の 意識は，全 て がブ ッ

ク レ ッ トによる影響 と は考えに くく，読書前か

ら既 に 家政学へ の 評価 の 視点 を持 っ て い た人 々

もい た可能性がある 。

3−5．小括

　本項の質的調査で 明らか に な っ た家政学の イ

メージ は，同 じ用語 で も文脈が異なる中に，い

くつ か の パ タ
ー

ン 分けがな され，それ に よ り家

政学が複数 の 方向性 を もっ て 把握 され て い る こ

とが 明 らか に な っ た 。 また読後の イ メージ変化

に つ い て は，今回の 分析対象と した 「変化が明

白な者」 の 他に，「変化は曖昧だ が 自分 の 言葉

に消化 し表現 して い る と考え られ る者」 もい た

こ と か ら ， 読後 の 変化者が さらに存在す る 可能

性があ る こ と が分か っ た。

4．ま とめ及び課題

　以上 の 調査内容 をま とめ る と，  大学生が抱

く家政学の イ メ
ー

ジ と，  ブ ッ ク レ ッ トの読後

に み ら れ た 意識変化，  ブ ッ ク レ ッ トの 可 能性

と課題 に つ い て ，以 下 の こ とがい え る 。

  大学生 が抱 く家政学 の イ メージ

　量的調査 の 用語検索で は ，家政学の 重要用語

と され る 「生活」「家族」「家庭」が大学生 の 中

で もキーワードと して 意識 され て お り，また学

習内容に関する イメ ージで は 「衣食住」があげ

られ，さらに 「身近」「幅広い 」「必要不可欠」

とい っ た家政学へ の 評価用語 も上位に み られ た 。

一
方，家政学 の 従来イ メージ の 代表格と考えら

れ る 「花 嫁」「良妻賢母」「専業主婦」の 用語は

ほぼ皆無 で あ っ た 。 また，ブ ッ ク レ ッ トとの 関

係性 に つ い て は，「育児休業」「性別役割分業」

な どブ ッ ク レ ッ トに はあるが，イメ
ー

ジと して

は 現 れ て い な い 用語や ，逆に，ブ ッ ク レ ッ トに

は ない が イメ
ージ として 現れ て い る 「衣」関連

の 用語がみ られ た 。

　質的調査 の 文脈分析で は，「家族」 「家庭」

「生活」の 関係 に つ い て ，A ．家族 や 家庭生活

に向か う形で 生活全体をとらえ る 求心型 ，B．

家族や 家庭を中心に 生活を とらえ る拡大型，C，

家族 も生 活 も他分野 も同列 に と ら え る 並列型の

3 パ ター
ン が み られ た 。 ま た 「家庭科」 に つ い

て は家政学 と何 らか の 関連があ る と考え る 者が

多 く，ご くわずかで はある が家政学が 「家庭科
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そ の もの」，「家庭科 とは 違 う」と い う両極端 の

回答もみ られた 。 またブ ッ ク レ ッ トに掲載され

て い な い 「衣」分野 の イ メージ は 3 分の 1 （15

人）が家庭科の 授業か ら の 連想で ある と表記 し

て お り，自身の 体験から家政学と家庭科の イ メー

ジ が連 想 さ れ て い る こ と が うか が え る。ま た

「女」 をあげ て い る者 の 半数以上が，家政学 は

「女」の学ぶ 学問と考え て い る者が，ブ ッ ク レ ッ

トの 読後に は 3 分の 1 （18人）の 人 々 が，男女

もしくは全 て の 人が学 ぶ べ きとい う考えに 変化

し て い た Q

  ブ ッ ク レ ッ トの 読後に み られ た意識変化

　ブ ッ ク レ ッ トの 影響 と考えられ る 回答内容 は，

A ．学習内容の 多面性や 拡が りを示す意識，B．

男女共にあ る い は 全 て の 人が学 ぶ べ きとす る意

識，C．自分 と 家政学 との 関係，社会 に お け る

家政学 の 位置 づ け の 両面か ら家政学 の 必要性 を

示す意識，が み られた 。 また 「家庭科」と家政

学 との 関連に つ い て も，「家庭科 とは違 う」 と

答える者 の 多くに，ブ ッ ク レ ッ ト読後の意識変

化があ っ た こ と も注 目で きる。

  ブ ッ ク レ ッ トの 可能性 と課題

　ブ ッ ク レ ッ トを使用す る こ とで ，家政学の 多

面性 を理解 させ るこ とが で きた り，また女子だ

けが学ぶ学問で はない こ とを感 じさせ た り，ま

た読者自身の 中 に家政 学の必要性を根づ か せ る

こ とが で きる こ とを明 らか に した 。 しか し質的

調査 に よ っ て 明 らか に な っ た 「家族」「家庭」

「生活」 との 関係 に つ い て は，回答 内容 に 3パ

ターン の 方向性 （A ．求心型　B．拡大型　C，

並列 型 ）が み ら れ た こ とか ら，ブ ッ ク レ ッ トの

内容構成 と して 「家族」「家庭」「生活」の 関係

性 を読者 に どの よ うに と らえ させ る か に 曖昧さ

があ っ た可能性がある。しか しこ れ は 現代社会

に おけ る 家政学の 役割や 位置づ け に お い て も更

な る 解 明 が 求め ら れ る 問 題 で あ り，家 政 学に 関

わ る入全 て が 考え て い か なけれ ばな らない 重要

課題 で あ る と考える 。 こ の 家政学 の 軸 ・方向性

は，次回 に 企画する 隊 政学の じかんj で さら

に精選させ て提示で きる ように した い 。
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